
第
六
章
出
版
物
の
動
向

昭
和
二
十
六
年
’
三
十
年
の
主
な
傾
向
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朝
鮮
動
乱
に
よ
る
好
況
を
機
縁
と
し
て
、
日
本
の
科
学
技
術
は
そ
の
後
の
大
躍
進
の
基
礎
を
慌
し
く
作
り
始
め
た
。

学
界
は
海
外
の
学
問
水
準
に
追
い
つ
き
追
い
抜
こ
う
と
努
力
し
、
企
業
は
最
新
の
技
術
情
報
を
入
手
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

を
講
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
公
表
さ
れ
た
Ｐ
Ｂ
リ
ポ
ー
ト
は
、
学
界
・
産
業
界
の
み
な
ら
ず
出
版
界
に
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。

Ｐ
Ｂ
リ
ポ
ー
ト
の
正
式
名
称
は
○
甑
。
①
○
閉
勺
巨
呂
ｏ
島
８
国
８
ａ
詞
ｇ
ｏ
鼻
ｌ
米
国
商
務
省
出
版
委
員
会
報
告
書
で
あ
る
が
、
そ
の

大
部
分
は
、
独
。
日
。
伊
等
の
旧
枢
軸
国
の
専
門
的
科
学
技
術
文
献
で
、
第
二
次
大
戦
末
期
か
ら
米
国
。
英
国
が
占
領
地
に
派
遣
し
た

技
術
収
集
団
が
収
集
し
編
集
し
た
綜
合
的
な
文
献
で
あ
る
。
米
国
で
は
前
述
の
出
版
委
員
会
か
ら
、
英
国
で
は
王
室
印
刷
局
（
圏
の

旨
旦
①
の
ご
》
印
の
叶
昌
○
口
①
ｑ
○
曲
８
）
及
び
貿
易
省
（
ｍ
８
ａ
Ｏ
冷
門
叶
且
の
）
か
ら
公
表
、
発
表
さ
れ
た
。
米
。
英
両
国
が
こ
れ
ら
文
献

か
ら
得
た
利
益
は
彪
大
で
、
如
何
に
高
額
な
賠
償
金
も
こ
れ
に
勝
る
も
の
で
は
な
い
と
い
わ
れ
た
程
で
あ
る
。
こ
の
文
献
の
公
表
に
よ

っ
て
、
旧
枢
軸
国
が
極
秘
に
し
て
い
た
技
術
の
宝
庫
が
開
か
れ
、
技
術
者
・
研
究
者
は
求
め
る
文
献
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
当
社
に
於
い
て
る
そ
の
翻
訳
「
ド
イ
ツ
有
機
合
成
技
術
」
な
ど
を
刊
行
し
た
。

ま
た
、
朝
鮮
動
乱
を
契
機
と
し
た
工
業
の
急
成
長
に
伴
な
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
急
増
し
、
主
要
製
品
の
生
産
原
価
中
に
占
め
る



昭
和
二
十
八
年
に
は
一
‐
熱
管
両

な
ど
を
相
つ
い
で
刊
行
し
た
。

当
時
、
一
）
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
殆
ん
ど
石
炭
資
源
に
よ
っ
て
い
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
も
ま
っ
た
く
不
足
し
て

い
た
た
め
、
全
国
的
に
ダ
ム
建
設
が
活
溌
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
関
係
の
当
社
刊
行
物
は
昭
和
二
十
八
年
「
マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
、
「
フ

ー
パ
ー
ダ
ム
の
施
工
の
実
際
」
、
昭
和
二
十
九
年
「
重
力
ダ
ム
」
、
「
原
子
力
発
電
」
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
当
時
、
繊
維
お
よ
び
そ
の
関
連
工
業
は
異
常
と
も
言
え
る
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
戦
前
に
桜
田
一
郎
京
都
大
学
教
授
が

実
験
室
で
製
造
に
成
功
し
た
ポ
リ
ピ
ー
ー
ル
ア
ル
コ
ー
ル
繊
維
は
、
日
本
最
初
の
工
業
的
合
成
繊
維
と
し
て
合
成
一
号
と
呼
ば
れ
、
後
に

ビ
ニ
ロ
ン
と
い
う
商
品
名
を
つ
け
ら
れ
た
が
、
昭
和
二
十
八
年
当
時
で
、
ビ
ニ
ロ
ン
三
に
対
し
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
五
、
ナ
イ
ロ
ン
六
、

と
い
う
割
合
で
化
学
繊
維
が
製
造
さ
れ
、
後
年
化
学
繊
維
の
急
成
長
を
促
す
萌
芽
が
す
で
に
こ
の
頃
に
見
ら
れ
た
。
織
機
が
一
度
ガ
チ

ャ
ン
と
音
を
た
て
る
と
、
万
と
い
う
単
位
で
利
が
得
ら
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
「
ガ
チ
ャ
万
」
と
言
わ
れ
た
こ
の
時
代
を
反
映
し
、

た
と
え
ば
昭
和
二
十
八
年
の
繊
維
関
係
新
刊
書
は
、
三
月
刊
行
の
「
ピ
ー
ー
ロ
ン
の
染
色
加
工
」
か
ら
、
「
最
新
染
色
法
」
、
「
酪
酸
繊
維
」

「
毛
糸
紡
績
汎
論
」
、
「
紡
織
試
験
の
実
際
」
、
「
毛
織
物
製
織
法
」
、
「
工
業
用
繊
維
」
、
「
製
織
準
備
機
構
学
」
、
「
毛
織
物
事
典
」
な
ど
、

お
よ
び
十
一
一
月
刊
行
の
「
化
繊
便
覧
」
の
多
数
に
及
ん
で
い
る
。

１３８２

燃
料
費
の
割
合
は
二
割
か
ら
一
一
一
割
に
も
達
し
た
。
そ
の
た
め
に
燃
料
お
よ
び
こ
れ
を
熱
源
と
す
る
熱
の
有
効
利
用
を
目
的
と
し
た
熱
管

理
と
い
う
分
野
が
重
要
視
さ
れ
始
め
た
。
こ
の
事
は
熱
資
源
の
豊
富
な
諸
外
国
に
比
し
て
戦
後
の
我
が
国
の
技
術
で
は
工
業
面
に
も
っ

と
も
影
響
を
与
え
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
当
社
で
は
昭
和
二
十
七
年
に
「
熱
管
理
便
覧
」
、
「
熱
管
理
ポ
ヶ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
」
を
刊
行
、

昭
和
一
一
十
八
年
に
は
「
熱
管
理
技
術
講
義
」
、
「
燃
料
便
覧
」
、
「
熱
経
済
技
術
要
覧
」
、
「
本
邦
コ
ー
ク
ス
工
業
最
近
の
進
歩
」
、
「
熱
精
算
」



二
主
な
出
版
害
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日
本
建
築
学
会
編
「
建
築
設
計
資
料
集
成
」
は
、
昭
和
十
七
年
に
１
集
を
刊
行
し
、
戦
後
は
昭
和
二
十
三
年
か
ら
版
を
重
ね
た
こ
と

は
前
に
記
し
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
に
２
集
、
翌
二
十
七
年
に
３
集
を
発
行
し
た
。

１
集
は
昭
和
十
二
年
十
一
月
以
降
数
年
に
わ
た
り
日
本
建
築
学
会
の
機
関
誌
で
あ
る
「
建
築
雑
誌
」
の
毎
号
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
を

収
録
し
た
が
、
２
集
で
は
１
集
に
ま
と
め
た
以
降
の
掲
載
分
を
主
に
、
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
選
び
、
さ
ら
に
３
集
で
は
、
構
造
。
材

料
。
都
市
計
画
。
造
園
ま
で
を
含
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
一
十
六
年
公
布
の
建
築
士
法
の
目
的
と
す
る
建
築
技
術
の
向
上
と
建
築

物
の
質
の
改
善
を
、
こ
の
「
建
築
設
計
資
料
集
成
」
刊
行
の
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ａ
四
判
と
い
う
大
判
の
紙
面
に
記
載
さ
れ
た

内
容
が
、
建
築
界
一
般
に
与
え
た
影
響
は
甚
大
な
も
の
が
あ
る
。

戦
前
か
ら
当
社
刊
行
書
の
特
色
と
な
っ
て
い
た
便
覧
が
昭
和
二
十
七
年
か
ら
続
々
と
発
行
さ
れ
た
。
便
覧
に
は
大
別
し
て
二
種
が
あ

る
。
研
究
お
よ
び
実
地
で
の
作
業
に
際
し
て
即
刻
利
用
で
き
る
標
準
的
な
資
料
を
蒐
集
し
て
、
一
覧
で
き
る
よ
う
に
整
理
し
た
も
の
と
、

そ
の
分
野
を
専
門
的
に
分
け
て
、
そ
の
特
色
・
傾
向
。
将
来
展
望
な
ど
を
概
括
的
に
解
説
す
る
も
の
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
目
的
と
し

て
は
、
す
ぐ
に
読
者
の
役
に
立
ち
、
し
か
も
、
と
く
に
専
門
外
の
人
女
が
大
要
を
把
握
し
て
自
ら
の
仕
事
の
位
置
を
他
の
そ
れ
と
を
有

機
的
に
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
す
る
一
）
と
で
あ
る
。

昭
和
二
十
七
年
一
月
に
、
日
本
鋳
物
協
会
編
「
鋳
物
便
覧
」
、
六
月
に
中
央
熱
管
理
協
議
会
編
「
熱
管
理
便
覧
」
、
八
月
に
日
本
化
学

会
編
「
化
学
便
覧
」
、
十
二
月
に
日
本
金
属
学
会
編
「
金
属
便
覧
」
、
昭
和
二
十
八
年
に
は
、
一
月
に
電
気
化
学
協
会
編
「
電
気
化
学
便



覧
」
、
六
月
に
燃
料
協
会
編
「
燃
料
便
覧
」
、
同
じ
六
月
に
土
木
設
計
便
覧
編
集
委
員
会
編
「
土
木
設
計
便
覧
」
、
十
一
一
月
に
繊
維
学
会

編
「
化
繊
便
覧
」
、
昭
和
二
十
九
年
に
は
、
二
月
に
有
機
合
成
化
学
協
会
訳
編
「
工
業
薬
品
安
全
取
扱
便
覧
」
、
四
月
に
日
本
鉄
鋼
協
会

編
「
鉄
鋼
便
覧
」
、
七
月
に
吉
田
耕
作
・
雨
宮
綾
夫
。
伊
藤
清
。
加
藤
敏
夫
・
松
島
典
一
一
一
編
「
応
用
数
学
便
覧
」
、
十
一
月
に
生
産
管
理

便
覧
編
集
委
員
会
編
「
生
産
管
理
便
覧
」
と
矢
継
ぎ
早
に
刊
行
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
を
持
ち
そ
の
後
長
く
斯
界
に
寄
与
し
た
が
、

紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
詳
述
す
る
｝
）
と
を
割
愛
し
た
い
。

た
だ
、
こ
う
い
う
便
覧
類
は
、
そ
の
分
野
に
お
け
る
多
数
の
専
門
家
を
煩
わ
す
ほ
か
な
く
、
数
十
人
か
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
数
百
人

に
原
稿
を
依
頼
し
て
漸
く
完
成
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
企
画
立
案
時
に
目
次
の
微
細
な
と
こ
ろ
ま
で
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
、
各
専
門

家
の
記
述
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
ま
た
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
記
述
に
使
用
さ
れ
る
用
語
や
単
位
を
一
冊
の
本
と
し
て
統

一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
編
集
作
業
は
難
渋
を
極
め
る
。
ま
た
、
数
百
人
の
う
ち
一
人
で
も
余
儀
な
い
事
情
で
執
筆
が
遅
延
す

る
と
、
他
の
人
点
の
原
稿
が
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
り
し
て
書
き
直
す
必
要
な
ど
も
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
通
常
順
調
に
進
行
し
た
も

の
で
も
ス
タ
ー
ト
か
ら
完
成
ま
で
か
な
り
期
間
を
要
す
る
。
そ
の
間
の
執
筆
者
・
編
集
者
の
払
う
苦
心
は
、
言
葉
に
尽
せ
な
い
も
の
が

あ
り
、
ま
た
必
要
な
資
金
も
莫
大
な
も
の
と
な
る
。

一
方
、
昭
和
二
十
七
年
に
は
、
戦
後
最
初
の
英
文
翻
刻
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
フ
ィ
ー
ザ
ー
教
授
夫
妻
著

「
弓
の
ｘ
ｇ
８
岸
○
烏
○
侭
自
甘
○
唇
①
目
算
ご
」
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ザ
ー
教
授
と
親
交
の
あ
っ
た
人
点
、
そ
の
研
究
室
で
研
究
を
し
た
人

人
な
ど
が
、
日
本
と
猫
と
が
大
好
き
な
教
授
の
本
を
、
全
国
の
有
機
化
学
講
座
の
教
官
に
強
力
に
推
薦
し
た
た
め
、
非
常
に
多
く
の
大

１３８４

人
な
ど
が
、
日
本
と
猫
と
が
斗

学
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
。
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基
礎
で
は
定
本
と
い
わ
れ
た
）
、
マ
レ
ー
著
杉
本
朝
雄
訳
「
原
子
核

工
学
」
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
著
生
田
勉
・
森
田
茂
介
訳
「
都
市
の
文
化
上
・
下
」
、
ギ
デ
ィ
オ
ン
著
太
田
実
訳
「
空
間
・
時
間
。
建

築
１
．
２
」
、
ル
。
コ
ル
ピ
ュ
ジ
ェ
著
坂
倉
準
三
訳
「
マ
ル
セ
イ
ユ
の
住
居
単
位
」
な
ど
を
出
版
し
た
。
「
都
市
の
文
化
」
以
下
の

一
一
一
著
は
、
焼
け
跡
の
バ
ラ
ッ
ク
建
築
も
殆
ん
ど
姿
を
消
し
た
時
期
で
、
都
市
造
営
計
画
上
配
慮
す
べ
き
、
文
化
的
。
技
術
的
問
題
を
示

唆
す
る
点
で
意
味
が
あ
っ
た
と
思
う
。

当
社
の
出
版
は
単
行
本
が
主
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
よ
り
雑
誌
「
工
芸
ニ
ュ
ー
ス
」
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
雑
誌
は
国
家
機
関
と
し
て
軽
工
業
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
。
指
導
を
行
っ
て
き
た
工
業
技
術
庁
工
芸
指
導
所
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
。
第
二

次
大
戦
後
は
、
大
量
生
産
さ
れ
る
工
業
生
産
品
に
も
合
理
性
の
上
に
、
更
に
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
要
求
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ

た
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ァ
ル
。
デ
ザ
イ
ン
が
、
俄
に
重
視
さ
れ
始
め
た
時
代
的
要
求
の
中
で
、
同
所
の
要
請
に
よ
り
、
そ
の
第
十
九
巻
二

そ
の
他
、
時
代
的
傾
向
を
示
す
も
の
の
う
ち
、
い
く
つ
か
を
列
挙
す

隊
‘
・

蝦

》
れ
ぱ
、
昭
和
一
一
十
八
年
、
当
時
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
民
間
放
送
を

鰯
‐認

Ｊ
呼
一
季
テ
ー
マ
と
し
た
、
鳥
居
博
著
「
商
業
放
送
の
理
論
と
実
際
」
、
昭
和
二

鰭
年
一
一
十
九
年
に
は
横
文
字
の
宣
伝
広
告
が
か
な
り
目
立
っ
て
き
た
が
、
そ
の

》
睦
年
の
六
月
に
刊
行
の
佐
藤
敬
之
輔
著
「
英
字
デ
ザ
イ
ン
」
、
昭
和
一
一
一
十

晦那抵薬

年
に
は
、
フ
ロ
ー
リ
著
岡
小
天
。
金
丸
競
訳
「
フ
ロ
ー
リ
高
分
子

露羅

化
学
上
」
（
当
時
隆
盛
を
極
め
て
い
た
合
成
高
分
子
業
界
の
学
術
的

露

1385



な
お
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
一
日
、
丸
善
出
版
株
式
会
社
は
、
丸
善
株
式
会
社
に
合
併
復
帰
し
て
同
社
出
版
部
と
な
っ
た
。
出
版
部

と
し
て
最
初
に
刊
行
し
た
書
物
は
、
沢
潟
作
雄
著
「
機
械
基
礎
の
設
計
と
据
付
」
で
あ
る
。

一
）
と
を
付
記
し
て
お
く
。

1386

号
か
ら
そ
の
発
行
を
引
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
爾
来
、
欧
米
に
比
し
、
著
し
く
遅
れ
て
い
た
我
が
国
の
デ
ザ
イ
ン
界
を
刺
激
し
、
昭
和

四
十
九
年
七
月
休
刊
に
至
る
ま
で
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
の
啓
蒙
。
指
導
の
上
で
果
し
た
役
割
は
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
｝
）
の
「
工

芸
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、
当
社
の
出
版
物
と
し
て
は
、
極
め
て
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
昭
和
二
十
六
年
度
良
書
ベ
ス
ト
テ
ン
に
日
本
建
築
学
会
編
「
建
築
設
計
資
料
集
成
２
集
」
が
、
昭
和
二
十
七
年
度
良
書
ベ

ス
ト
テ
ン
に
日
本
建
築
学
会
編
「
建
築
設
計
資
料
集
成
３
集
」
、
日
本
化
学
会
編
「
化
学
便
覧
」
が
入
選
、
ま
た
昭
和
二
十
七
年
電

気
学
会
文
献
賞
に
抜
山
平
一
箸
「
電
気
磁
気
学
第
二
巻
電
流
論
」
、
執
行
岩
根
著
「
電
気
機
械
設
計
論
全
三
巻
」
が
受
賞
し
た




